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最近データベースという言葉をよく耳にす　　　図２の例では，すべてのファイルに町丁名

る。データベースの概念は，データを利用者　　の項目を持つ｡そのため格納効率が悪くなり，

間の共有物として管理し利用するという考え　　町丁名に変更があったとき，すべてのファイ

方に基づくものである。今回は，データベー　　ルを更新しなければならず，更新時期のずれ

スの基本概念についてかいつまんで説明す　　などにより内容が異ってくる恐れがある。ま

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た，あるファイルの形式を変更した場合，そ

１　ファイルシステム

データは，通常同じ種類のデータの集合休

としてコンピュータ（記憶媒体）に記憶され

るO 各種のデータ項目の集まりをレコード，

レコードの集まりをファイルと呼ぶ。ファイ

ルの概念を図１に示す。

個々のファイルから必要なデータを取り出

して処理することをファイル処理といい，そ

のためのシステムをファイルシステムとい

う。ファイルシステムの一例を図２に示す。

ここでファイルはそれぞれ独立に維持管理さ

れ，その形式は，それを利用する応用プログ

ラムの中で定義される。

２　データベース

従来のファイルシステムでは次のような問

題点が生じてくる。

①　データの冗長性が大きい

②　ファイルの一元性が保てない

③　メンテナンスの負荷が大きい
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れを参照しているすべての応用プログラムを　　　　から見た論理的なとらえ方，すなわち，

修正する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　全体の論理構造の中で各利用者が利用す

以上の問題点は。データの種類，量及び応　　　　る部分。

用プログラムの数が多くなってくると重大に　　　③　物理構造……データの記憶媒体上の物

なってくる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　理的な配置から見たとらえ方。

データベースは，これらの問題点を解決す

るために登場したデータ管理手法であり，シ　　４　データベースシステム

ステム内に存在する多種多様なデータを相互　　　データベースを管理 一利用するためのシス

に関連を持たせて統一的に管理するものであ　　テムをデータベースシステムと呼ぶ。データ

る。図１をもとに，町丁と建物

及び町丁と火災を関連づけてデ

ータベース化するときの一例を

図３に示すO　　　　　　　　　l

ベースシステムは、基本的には、

３　データベースの構造

典型的なデータベースは次の

３つの構造としてとらえること

ができる（図4 ）O

①　論理構造……データの論

理的な関係から見たとらえ

方。

②　仮想論理構造……不lj用者

図４　データペースの構造
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①　データベース　　　　　　　　　　　　　造）を表現するための方法をデータモデルと

②　データペース管理システム（ＤＢＭＳ）　　 呼ぶ。代表的なデータモデルとして次の３つ

③　データベースを操作するためのプログ　　がある。

ラム（応用プログラム）。　　　　　　　　　　　・　階屑モデル

から構成される。データベース管理システム　　　・　ネットワークモデル

は，データベースを操作するための手段を利　　　・　関係（リレーショナル）モデル

用者に提供するためのソフトウェアであり，　　 （l） 階屑モデル

DBMS と利用者（応用プログラム）の中間に　　　　データ間の関連を階層関係（親子関係）

位置する。最近では，データペースを操作す　　　で表現したものである。階層モデルの概念

るための応用プログラムは，簡易言語として　　　を図５に示す。

DBMS とともに提供される場合が多く，利用　　 （2） ネットワークモデル

者は，プログラムを作成することなくデータ　　　　階層モデルと同様に階層関係が基本とな

ベースを構築し利用することができる。　　　　 るが，データ間をより自由に関係づけるこ

とができる。図６に示すように，町丁デー

５　データモデル　　　　　　　　　　　　　　　タに従層する建物データと火災データの間

データベースのデータ間の関連性（論理構　　　に階層関係を持たせることが可能である。



（3）関係モデル

データ間の関係をあらかじめ定義してお

く階層及びネットワークモデルとは基本的

に異なるモデルである。図７の例に示すよ

うに，データを表形式で表現し，データ問

の関連づけは，データベースの参照時に集

合演算的な操作で行われる。

現在数多く販売されているパソコン用の

データベース管理システムは，関係モデル

を基本とするものが多い。

以上のデータモデルの特徴を表１に整理す

る。どのデータモデルを採用するかは，デー

タベースの利用目的，データ量等をもとに十

分に扠肘して決足Ｔべさである。
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地区データ表

町　丁　名　人　　囗　面　　積　建ぺい率　　 …

Ａ町１丁目　1,000 人　　1. lkm1　　0.41

A 町2 丁目　　800　　　0.7　　　0.35

●　　　　　●　　　　●　　　　●

尚 尚 ≒ 佰 佰

●　　　　　●　　　　●　　　　●

建物データ表

名　　　袮　町　丁　名　構　　造　用　　途　　･･･

Ａデパート　Ａ町ｌＴ目　耐　 火　百 貨 店

Ｃ ホ テ ル　Ａ町２丁目　耐　 火　ホ テ ル

啝　　　　　・　　　　　・　　　　＆

づ 臼 茫 辷

●　　　　Ｉ　●　　　　　●　　　　●

火災データ表

日　　時　町　丁　名　出火原因　焼失面積　　 …

55. 2. 2　A 町１丁目　た ば こ　　200  m卜

55.6.1　A 町１丁目　不　　明　　300m･

●　　　　　●　　　　　●　　　　●

千 千 〕

゛　　　　 こ._.　 ＿_し　　 ．_ご　___
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